
 

 

中山芝１６００ｍはキングカメハメハ系とディープ系が強いコース。 

 



◎５番はロードカナロア産駒。 

ロードカナロアは、母系の特徴を受け継ぐタイプの種牡馬で、 

本馬の母は１６００ｍ～１８００ｍが本領でした。 

本馬自身、マイルＧ１馬であり、１８００ｍ重賞でも複数回馬券になっております。 

京成杯ＡＨは１８００ｍ以上の中距離重賞実績馬が強いレース。 

近走は本来の適性ではない条件に使われ続けており、 

今回は久々の本領となる条件。 

カナロア産駒は得意条件に戻れば巻き返すケースが多く、 

ハンデキャッパーがトップハンデを課した能力の高さに期待します。 

 

○１２番はキンカメ系×Ｔサンデー系でこれも好走配合ですな。 

連勝の余勢をかって重賞でも通用すると考えます。 

 

★１３番はディープ系キズナ産駒 

キズナの牝駒はコース適性が高く複勝率は４割を超えます。 

１８００ｍの上級条件を連勝しており、マイルがギリギリの馬には 

厳しいこのレースなら、重賞でもいいトコに。 

 

▲７番もキズナの牝駒。 

２０００ｍ重賞勝ち馬で、マイルＧ１でも２着の実績馬。 


